
町民のきずな・コミュニティの維持・発展に向けた 
取組と課題について 
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資料２ 



（１）全国に避難している町民のきずな・コミュニティを維持・発展 
 させていくために、当面の取組として、どのような事業・仕組 
 み・アイデア等が考えられるか。 
（２）町民のきずな・コミュニティを維持・発展させていく事業を 
 町民活動で実施していくために、行政からどのような支援が 
 必要か。 
                        
                               例） 
              １．町民の交流機会の確保（交流組織の設立支援等）  
              ２．連絡し合える仕組みの構築（電話帳・情報端末等）  
              ３．情報提供の円滑化・充実化（広報誌・ホームページ等） 

              ４．歴史伝統文化の記録と継承（文化財・記録化等） 

              ５．避難先住民との交流の促進（機会の創出、人材確保等） 

              ６．震災事故の教訓の記録と伝承（記録誌編纂等） 

 

双葉町復興推進委員会において 
ご議論をいただきたい点（前回の確認）  
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１．町民の交流機会の確保 

復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

①自治組織の立ち上げ促進 
    避難先における自治組織の立ち上げ 

  を促進します 

［現状］全国で17団体が設立済 
     （昨年より4団体増加） 
［課題］自治組織がない地域への自治会立ち 
      上げ支援、自治組織への加入促進 

②町民有志によるNPO設立 
    町民有志によるNPOの設立を支援 し 

   ます。 

［現状］震災後町民有志により1団体の設立 
     を確認 
［課題］自治組織との役割分担 
     NPOの立ち上げ支援の在り方 

③行政区組織の在り方検討 
    双葉町当時の地域のきずなの維持 

   を図るため、行政区組織の在り方に 
     ついて検討を進めます。 

［現状］各行政区において総会を実施 
    行政区長会から参加経費補助の要望 
［課題］総会等に参加し易い環境づくりに向 
     けた国・県との協議 
     （交通費・宿泊費・会場費等の補助） 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

④町民主体の交流イベント企画に 
     対する支援の仕組み構築 
    町民主体による交流イベントの企画 

   に対する支援の仕組みを構築します。 

［現状］「ダルマ市」への助成 
     各分野での交流イベント情報の収集 
［課題］各種支援制度の活用・創出・継続 

⑤各地で開催される交流イベント 
   の情報提供 
  各地で開催される交流イベントの情 
    報提供を行います。 

［現状］町のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｫﾄﾌﾚｰﾑ・ﾒｰ  
      ﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ、ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ  
      等）を活用した迅速な情報提供 
      職員・復興支援員がｲﾍﾞﾝﾄを取材 
［課題］ 県外イベント開催の情報収集・取材 
     ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ等）の周知 

⑥高速道路無料化の継続による交 
     流費用の軽減 
    高速道路の無料化の継続を国に要 

     請し、町民の交流に係る費用の軽減 
     を目指します。 

［現状］無料措置期間 H26年3月31日まで 
     国に延長を要請 
［課題］町民のきずな維持に必要不可欠 
     無料措置の長期的な継続 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

⑦町民・民間による交流拠点の設 
   置を支援 
    町民・民間団体による町民の交流拠 

   点の設置を支援します。 

［現状］仮設集会所・絆カフェの設置 
［課題］借上げ自治会の集会所等の設置 
      県内・県外の交流拠点の設置 

⑧復興公営住宅等の整備とあわ 
   せて、集まれる場の設置 
  復興公営住宅等の整備にあわせて、 
  地域の町民同士がいつでも集まれる   
    場の設置に取り組みます。 

［現状］県・受入自治体と復興公営住宅の整 
     備にあわせて個別協議中 
     （いわき市、郡山市、南相馬市） 
［課題］協議を進めて、設置の実現 
     復興公営住宅の用地の確保 

⑨復興支援員制度を活用し、ｺﾐｭﾆ        
     ﾃｨづくりの人材確保と育成 
    復興支援員制度を活用して、避難先 

   でのｺﾐｭﾆﾃｨづくりを担う人材の確保・ 
   育成を進めます。 

［現状］本年11月までに復興支援員を5名配 
    置（12月にさらに1名配置） 
［課題］各避難先でｷｰﾊﾟｰｿﾝの発掘 
     復興支援員の増員・県外への配置の 
     在り方 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

⑩各種支援のための助成制度の 
   ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化と仕組みづくり 
    ｺﾐｭﾆﾃｨ支援に関する各種助成制度 

   などをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化し、紹介できる仕 
     組みを構築します。 

［現状］助成要望に応じて適宜支援制度紹介 
［課題］体系的な整理と情報提供の仕組みの 
      構築 
     ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報誌等で紹介 

⑪国・県等への要請を通じた町民  
     の自立的な活動費用の確保 
  ｺﾐｭﾆﾃｨ関連の補助制度の維持・拡充 
    を国・県等に要請し、町民の自立的な 
    ｺﾐｭﾆﾃｨ・きずなの維持のための活動 
    費用の確保に努めます。 

［現状］支援制度がないものについてはその  
     都度、国・県と協議又は要請 
［課題］国・県の支援対象の拡大、使い勝手 
     の改善 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
ア．交流機会を確保するには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
イ．町民活動により、交流機会を確保するには、あなたができること、行政に期待すること 
    は何ですか。 
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２．町民同士が連絡を取りあうことができる仕組みの構築 

復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

①電話帳作成について町民ニーズ 
   を踏まえ必要性を検討 
    電話帳の作成について、町民のニー 

  ズを調査し、その必要性を検討しま 
  す。 

［現状］住民意向調査にて町民の意向を調査 
     中 
［課題］住民意向調査の結果を踏まえた検討 
     ｵﾚｵﾚ詐欺等への悪用への危惧 

②気軽に連絡できる情報端末（ﾀﾌﾞ 
   ﾚｯﾄ等）活用の検討 
    町民同士が気軽に連絡が取れるよう 

   な情報端末（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末等）の活用 
     の検討を進めます。 

［現状］導入のメリット、デメリットを検討中 
［課題］ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末費用、ｼｽﾃﾑの保守費用 
      や通信費等の財政負担 
              高齢者等の利用促進 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
ウ．町民同士が連絡しあえる仕組みとして、どのような方策が有効とお考えですか？ 
エ．上記の課題（電話帳に関するｵﾚｵﾚ詐欺防止、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ関する利用促進）の解決について、 
   良い方策があればお聞かせください。 
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３．町からの情報提供の円滑化・充実化 

復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

①知りたい情報をより多く提供でき 
   るように、広報誌等を充実させる 
    町の情報や町民の活動状況など町民 

   のみなさんが知りたい情報をより多く 
   提供できるよう広報誌等を充実させま  
   す。 

［現状］広報ふたば、ｺﾐｭﾆﾃｨ情報誌の発行 
     双葉町公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのﾘﾆｭｰｱﾙ 
     ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｫﾄﾌﾚｰﾑの活用       
［課題］町民参加型の情報発信の検討 
     広報誌とﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞとの併用による迅 
     速かつ確実な広報の在り方 

②避難先での町民の活動状況等を 
   提供するふるさと絆通信 
    広報ふたばにおいて町民のみなさん 

   の避難先での活動状況等を取材して 
   掲載します。 

［現状］広報ふたば内に、「ふるさと絆通信」 
     のｺｰﾅｰを創設 
［課題］記事内容の充実 

③町のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ構成などわかり 
   やすいものに適宜直す 
    町民のみなさんが求める情報を迅速に提 

  供するため、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを活用します。その 
  ため、構成などもわかりやすいものとなる 
  ように適時見直しを進めます。 

［現状］8月末にﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのﾘﾆｭｰｱﾙを実施 
［課題］町民の意見等を踏まえた内容の充実 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

④町のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの高度情報化 
 町のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの高度情報化（動画な 
 どの映像配信等）を図ります。 

［現状］ﾕｰﾁｭｰﾌﾞでの動画配信を開始 
［課題］動画配信の周知・内容の充実 

⑤WEBｶﾒﾗによる町内映像をﾎｰﾑ 
   ﾍﾟｰｼﾞにて提供 
  WEBｶﾒﾗによる町内の映像をﾎｰﾑﾍﾟｰ 
  ｼﾞにおいて提供します。 

［現状］ふたば広域ライブカメラを町内16か所 
     に設置 
［課題］ﾗｲﾌﾞｶﾒﾗの継続 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
オ．情報提供を円滑・充実するには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
カ．町民参加型の情報提供を構築するときに、あなたができること、行政に期待すること 
    は何ですか。 

⑥ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱを活用したｺﾐｭﾆｹｰ   
   ｼｮﾝの仕組みを構築 
  ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱを活用して町民と町との 
    間で双方向のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを可能とす 
    る仕組みを構築します。 

［現状］8月末にﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ、ﾂｲｯﾀｰ、ﾕｰﾁｭｰﾌﾞ 
      を新たに開設 
［課題］ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱの適正な運用の在り方 
     迅速かつ適切な情報提供 
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４．双葉町の歴史・伝統・文化の記録と継承 

復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

①文化財被害調査と保存・管理 
    清戸迫横穴墓をはじめ双葉町に所在 

     する文化財の保存・管理を行います。 

［現状］文化財ﾚｽｷｭｰ、被害調査の実施 
     所有者との協議 
［課題］清戸迫横穴墓の保全 
              ﾚｽｷｭｰの方法及び保管施設の検討 

②神楽等の伝統文化の記録（映像 
  化等） 
    神楽等の伝統文化の記録（映像化等） 

   を行います。 

［現状］ｲﾍﾞﾝﾄ出演時にﾃﾞｼﾞｶﾒ等で撮影し、記 
     録を保存 
      既存の画像等を記録媒体に再保存 
［課題］ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの公開 
      撮影保存対象の拡大 

③ダルマ市等のふるさと祭りの開 
  催支援 
    ダルマ市等のふるさとの祭りの開催 

   を支援します。 

［現状］運営グループに補助金を交付 
［課題］町民グループの掘り起こし 
     国・県の支援を得た 町の補助金の拡 
    充の検討 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

④歴史・伝統・文化を検証し、デー 
   タベース化・記録誌等作成 
    町民と学識者等により記録すべき歴 

   史・伝統・文化を検証し、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化 
     を検討します。 

［現状］震災前の記録、震災記録を活字・音 
      声等で残すことを検討中 
［課題］保存の在り方を検討する委員会の設 
     置、ﾃﾞｰﾀﾍﾞﾍﾞｰｽ化の検討 

⑤震災前の風景・生活等の記録の 
     収集・デジタル化・掲載 
  震災前の双葉町の風景・生活等の記 
  録を収集・デジタル化して記録すると 
    ともに町のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等への掲載を検 
    討します。 

［現状］記録・データの収集中 
［課題］町民等に呼びかけ収集する仕組みの 
      構築 

⑥歴史・伝統・文化を継承するため 
   に記録誌・映像の作成 
    双葉町の歴史・伝統・文化が継承でき 

   るように記録誌・映像の作成に取り組 
   みます。 

［現状］映像記録のﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ化・ｱｰｶｲﾌﾞ化の 
      検討 
［課題］記録誌の策定のための委員会設置 
      の検討 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

⑦子ども・若者が歴史・伝統・文化 
   にふれあい、学べる場の支援 
    子ども・若い世代を含めて、双葉町に 

   歴史・伝統・文化にふれあい、継承す 
     るためのｲﾍﾞﾝﾄ（祭り）や教室等の開                   
    催を支援します。 

［現状］夏祭り等に補助金を交付 
     生涯学習教室等114回開催（H24年 
     度） 
［課題］ｲﾍﾞﾝﾄ支援や生涯学習事業の継続実 
      施 

⑧伝統芸能継承者への活動支援 
  伝統芸能の継承者への活動支援を行 
    います。（交通費の助成・場所の確保 
  等） 

［現状］ｲﾍﾞﾝﾄ出演の際の旅費等を支援 
［課題］補助制度の継続 

⑨歴史・伝統・文化を学ぶ場の確保 
    子どもたち等が双葉町の歴史・伝統・     

    文化を学ぶ場の確保を検討します。 

［現状］教育ビジョン（案）に当該事項を盛り込 
      み 
［課題］学校再開を契機にカリキュラムを策定 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

⑩定期的な芸能祭の開催 
    定期的な双葉町芸能祭を開催します。 

［現状］総合美術展・芸能発表会の開催 
［課題］継続実施と開催地の拡大 

⑪各種ｲﾍﾞﾝﾄへの出演機会の確保 
  交流会、集会等の各種ｲﾍﾞﾝﾄへの出 
  演機会を確保します。 

［現状］町内、県内外のｲﾍﾞﾝﾄ参加 
［課題］出演機会の確保、避難先との文化交 
        流の促進 

⑫映像記録等を全国に発信し、町     
  民がふれあえる機会を確保 
 双葉町の歴史・伝統・文化の映像記録  
 等を広く発信し、全国の町民がふるさ 
 との歴史・伝統・文化にふれあえる機 
 会を確保します。 

［現状］大学と共同研究等の実施 
      記録のｱｰｶｲﾌﾞ化の検討       
［課題］ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上での情報提供の検討 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

⑬文化伝承の各種助成制度を活 
   用した支援と制度継続を要請 
 文化の伝承等に関する各種助成につ 
    いて、民間財団、国、県の補助制度を 
   活用した支援を検討するともに、当該 
   補助制度の継続を国等に要請してい 
    きます。 

［現状］伝承活動に関する経費を助成 
 
［課題］制度の周知・支援の継続 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
キ．コミュニティ・絆の再生に果たす歴史・伝統・文化の役割について、どうお考えですか？ 
ク．歴史・伝統・文化を記録・継承するために、あなたができること、行政に期待することは 
   何ですか。 
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５．避難先住民との交流促進 

復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

①避難先自治体等と連携し、交流 
   会等の開催を促進 
    避難先の自治体や支援団体等と連携 

  して双葉町民と避難先住民との交流 
   会等の開催を促進していきます。 

［現状］仮設住宅集会場、絆カフェを中心に 
      避難先との交流を実施 
［課題］関係団体との連携のもとでの更なる 
      推進 
     交流会開催情報の収集 

②ｲﾍﾞﾝﾄ（祭りや催事）への町民の 
  積極的参加を促進 
   避難先のｲﾍﾞﾝﾄ（祭りや催事等）への 

  双葉町民の積極的な参加を促します。 

［現状］仮設住宅集会場の掲示板に案内し、  
      参加を促進 
［課題］町民の積極的な参加を促す工夫 
      周知方法の工夫 

③自治組織等が避難先住民と交流 
  する機会への支援 
    町民の自治組織等が避難先におい 

   て地域住民と交流する機会の創出を 
   支援します。 

［現状］各自治組織において、盆踊り・ｲﾍﾞﾝﾄ 
      を実施中 
［課題］交流の場の提供 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

④復興支援員を活用し、地域住民 
   とのｺﾐｭﾆﾃｨづくりの人材の確保 
   と育成 
 復興支援員制度を活用して、双葉町 
   民と地域住民を結びつける新たなｺﾐｭ 
   ﾆﾃｨづくりを担う人材の確保・育成を進 
   めます。 

［現状］本年11月までに復興支援員を5名 
      配置（12月にさらに1名配置） 
［課題］交流ｲﾍﾞﾝﾄの実施 
      交流拠点の設立の支援 
      町民の中でのｷｰﾊﾟｰｿﾝ発掘 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
ケ．避難先住民との交流を促進するには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
コ．町民活動により、避難先住民との交流を促進するには、あなたができること、行政に期 
   待することは何ですか。 
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６．震災・事故の教訓の記録と伝承 

復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

①記録誌編纂に向けた体制整備と 
     町民協力による記録の収集 
    震災と原発事故の記録誌の編纂に向         

     けた体制整備を行います。町民の協 
     力を得て震災時及びそれ以降の体験 
     記録を継続的に収集します。 

［現状］大学と共同で一部ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査を実施 
［課題］編纂のための委員会設置の検討 
      ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査の実施 

②学校等と連動し、震災・原発事故 
   の教訓を学ぶ場の確保 
   学校・教育機関と連携し、震災と原発 
   事故の教訓を学ぶ場の確保に取り組   
  みます。 

［現状］学校再開にあわせて今後検討 
［課題］学校再開を契機にｶﾘｷｭﾗﾑを検討 
     「集まれ！ふたばっ子」等の活用 

③震災・事故の教訓の展示施設・ 
   研究施設の設置を検討 
    「双葉町外拠点」において、この震災・ 

  事故の教訓の展示施設・研究施設 
  の設置を検討します。 

［現状］文化庁に恒久的施設設置を要望 
［課題］継続して要望 
     復興公営住宅の集会場等を活用し 
     た展示の実施 
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復興まちづくり計画の記載 取組の現状と課題 

④経験・教訓を全国に発信する「語 
   り部」支援 
    この事故の経験・教訓を全国に発信 

   する「語り部」の人材育成を支援しま 
   す。 

［現状］「ふるさと絆通信」にて震災の経験記 
      事を掲載 
［課題］語り部人材の発掘と養成 

⑤現状・取組を積極的に広報 
  避難生活の現状や復興へ向けた取組 
   を積極的に広報します。 

［現状］「ふるさと絆通信」、ｺﾐｭﾆﾃｨ情報誌に 
      て町民の避難生活の現状記事を掲載 
［課題］重要課題の取組状況を迅速に広報 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
サ．震災事故の教訓を記録・伝承するために、あなたができること、行政に期待することは 
    何ですか。 
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７．町民活動のプロセスにおける各主体（町民等と行政）の役割について 
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